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海
老
名
郷
土
か
る
た

こ
と
し
は「
　
　
　
　 

」ど
し

う
さ
ぎ

　
こ
と
し
の
干え

と支「
卯う

」に
合
わ
せ
、市
内
に
点
在
す
る
史
跡
や
文
化
財
な
ど
を
詠よ

ん
だ「
海
老
名
郷
土
か
る
た
」か
ら
、

「
う
」「
さ
」「
き
」の
札
を
紹
介
し
ま
す
。
由
来
の
場
所
に
は
歌
が
書
か
れ
た
擬
木
柱
が
あ
り
ま
す
。

　
鳳
勝
寺
は
、昭
和
17
～
19（
1
9
4
2

～
1
9
4
4
）年
、相
模
ダ
ム
建
設
で

水
没
し
た
旧
津
久
井
郡
日ひ

連づ
れ

村
勝
瀬

（
現
・
相
模
原
市
緑
区
）の
移
転
と
と
も

に
現
在
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。「
新
編

相
模
国
風
土
記
稿
」で
は
功
雲
寺（
相

模
原
市
）の
末
寺
と
さ
れ
、室
町
時
代

中
頃
に
建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
擬
木
柱
所
在
地
】勝
瀬
10‐１（
鳳
勝
寺
入
り
口
付
近
）

　

室
町
時
代
、今
泉
に
一い

っ
し
き色
伊い

よ
の予

守か
み

六
郎
と
い
う
武
将
の
館
・
今
泉

館
が
あ
り
ま
し
た
。足
利
幕
府
の

派
遣
軍
が
攻
め
て
き
た
永
享
の
乱

（
1
4
3
8
年
）の
時
、妊
娠
中
の
妻

の
護
王
姫
は
身
を
隠
そ
う
と
、館
か

ら
産
川
の
方
へ
向
か
い
ま
し
た
。そ

の
途
中
の
川
べ
り
で
出
産
し
た
と

い
う
伝
説
か
ら
、産
川
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

産
川
橋
の
そ
ば
に
は
江
戸
時
代

に
建
て
ら
れ
た
と
伝
わ
る
護
王
姫

の
碑
が
あ
り
ま
す
。

【
擬
木
柱
所
在
地
】上
今
泉
6‐20‐

11
付
近

　
中な

か
や
ま山
毎つ

ね
き
ち吉
は
、相
模
国
分
寺
跡
な
ど
海
老
名

の
文
化
財
や
植
物
、史
跡
の
保
存
に
尽
力
し
た

人
物
で
す
。
明
治
元（
1
8
6
8
）年
に
高
座

郡
国
分
村
に
生
ま
れ
、教
育
職
に
就
き
な
が
ら

海
老
名
の
郷
土
史
研
究
を
進
め
ま
し
た
。
大

正
時
代
、「
公
衆
ノ
タ
メ
陳
列
ス
ベ
キ
」と
い

う
意
識
の
も
と
、村
立
の
遺
物
陳
列
所「
温
故

館
」（
左
写
真
）を
建
て
、海
老
名
の
歴
史
と
文

化
を
守
り
、学
習
す
る
拠
点
を
築
き
ま
し
た
。

　

龍
峰
寺
に
は
こ
れ
ら
の
功
績
を
た
た
え
る

頌
徳
碑
が
あ
り
ま
す
。

【
擬
木
柱
所
在
地
】国
分
北
2‐13‐40（
龍
峰
寺
内
）

勝
瀬
と
鳳
勝
寺
跡

　
相
模
ダ
ム
建
設
の
工
事
で
移

住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
30
戸
ほ

ど
の
人
た
ち
が
故
郷
の
名
と
と

も
に
海
老
名
に
移
り
住
み
、地

名
を
存
続
さ
せ
ま
し
た
。
海
老

名
に
勝
瀬
が
で
き
た
始
ま
り
で

す
。

　

現
在
、相
模
原
市
の
鳳
勝
寺

跡
地
に
は
、ふ
る
さ
と
を
し
の
ぶ

石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ホ
ネ

　

産
川
橋
付
近
の「
産
川
せ
せ
ら
ぎ
公

園
」そ
ば
に
は
、亀
島
自
然
公
園
の
湧
水

を
利
用
し
た
せ
せ
ら
ぎ
が
あ
り
ま
す
。

　
春
か
ら
10
月
ご
ろ
ま
で
、県
の
絶
滅
危

惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ス
イ

レ
ン
科
の
コ
ウ

ホ
ネ
が
、
黄
色

い
可か

憐れ
ん

な
花
を

咲
か
せ
ま
す
。

八
坂
神
社
本
殿

　
昭
和
20（
1
9
4
5
）年
、先
に
移
さ
れ
て
い
た
鳳
勝
寺

の
南
側
に
旧
日
連
村
勝
瀬
か
ら
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
大
切

に
管
理
し
て
き
た
地
域
住
民
の
精
神
文
化
を
伝
え
る
貴
重

な
建
造
物
と
し
て
、平
成
10（
1
9
9
8
）年
、市
指
定
重

要
有
形
文
化
財
に
指
定
。
日

本
神
話
や
動
植
物
を
表
し
た

母
屋
の
彫
刻
は
、江
戸
時
代

末
期
の
本
殿
建
築
に
み
ら
れ

る
特
色
の
一
つ
で
す
。温

故
館

　
相
模
国
分
寺
跡
の
史
跡
指
定
に
合

わ
せ
、国
分
寺
や
石
器
時
代
の
遺
物

を
収
集
・
陳
列
す
る
遺
物
陳
列
所
と

し
て
、大
正
10（
1
9
2
1
）年
、尋

常
高
等
海
老
名
小
学
校（
現
・
海
老

名
小
学
校
）に
初
代「
温
故
館
」を
開

館
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、再
建
や
移
設
を
繰
り
返

し
、昭
和
57（
1
9
8
2
）年
、旧
海

老
名
村
役
場

庁
舎
を
改

修
し
、現
在

の「
市
立
郷

土
資
料
館
海

老
名
市
温
故

館
」と
な
り

ま
し
た
。

産さ
ん

川が
わ

の
　
地ち

名め
い

残の
こ

し
た
　
護ご

王お
う

姫ひ
め

　市ホームページに印刷用かるたを掲載してい
ます。印刷・作成してお楽しみください。作り方
は市ホームページをご覧ください。

「海老名郷土かるた」ダウンロード版

郷土かるた
ページ

う

さき

移う
つ

り
来き

た
　
勝か

つ

瀬せ

と
と
も
に
　
鳳ほ

う

勝し
ょ
う

寺じ

郷き
ょ
う

土ど

史し

の
　
道み

ち

を
開ひ

ら

い
た
　
中な

か
や
ま山
翁お

う

建築時の大正７（1918）年当時はまだ希少
だった洋風木造二階建て。飾り破風の玄関
ポーチが特徴的な近代建築です

初代「温故館」

擬
木
柱
マ
ッ
プ


